
（3）　第 98号　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　日本大学通信教育部校友会報　 　　　　　　 　　   　　　  令和４年（2022年）1月１日
　
令
和
３
年
３
月
31
日
限

の
東
京
都
支
部
総
会
は
新

型
コ
ロ
ナ
騒
動
に
よ
り
開

催
不
可
と
な
っ
た
。東
京
都

支
部
で
は
事
業
報
告
・
決

算
報
告
な
ら
び
に
事
業
計

画
案
・
予
算
案
・
支
部
役
員

改
選
案
を
役
員
会
で
稟
議

承
認
し
て
、支
部
総
会
中

止
を
会
員
に
ハ
ガ
キ
で
周

知
徹
底
さ
せ
た
上
で
、詳

細
は
７
月
１
日
発
行
の『
大

江
戸
通
信
』第
94
号
で
報

告
し
た
。異
議
・
疑
問
等
は

１
か
月
間
受
け
付
け
、終

了
後
自
然
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
総
会

も
、コ
ロ
ナ
騒
動
が
終
息
す

る
ま
で
延
期
す
る
こ
と
と

し
た
。

      （
文
責
：
金
子
　
栄
輔
）

三

　重

　県

　支

　部

奈

　良

　県

　支

　部

島
根
県
支
部
役
員
会

山

　口

　県

　支

　部

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
島
根
県

支
部
は
総
会
を
中
止
し
、そ

の
代
わ
り
と
し
て
役
員
会
を

開
催
し
て
令
和
２
年
度
を
総

括
し
ま
し
た
。

開
催
日
時
：
令
和
３
年
３
月

17
日
㈬
　
12
〜
13
時

開
催
場
所
：
　

サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も

出
席
者
　
坂
本
育
穂（
支
部

長
）、宮
崎
健
治（
副
支
部

長
）、岩
崎
幸
夫（
幹
事
・
会

計
）、周
藤
曻（
幹
事
）、錦
織

正
明（
幹
事
代
行
）以
上
５

名一、決
算
報
告
　
岩
崎
幸
夫

二
、会
務
報
告
　
坂
本
育
穂

①
令
和
元
年
度
総
会

※

反
省
と
留
意
点
　
次
年
度

　
の
総
会
に
つ
い
て
　
開
催

　
は
夜
間
飲
食
を
伴
わ
ず
、

　
昼
間
昼
食
時
の
ほ
う
が
出

　
令
和
２
年
10
月
３
日
㈯
11

時
よ
り
三
重
県
支
部
総
会
を

伊
勢
市
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
し
ま
し
た
。奈
良

県
支
部
長
・
立
花
初
代
さ
ん

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
席
し
や
す
い
の
で
は
な
い

　
か
。一
杯
飲
め
ぬ
寂
し
さ

　
は
あ
る
が…

。

②
広
島
県
支
部
総
会
、第
49

　
回
通
信
教
育
部
校
友
会

　
定
期
総
会
、中
国
ブ
ロ
ッ

　
ク
総
会（
広
島
県
支
部
主

　
催
）、い
ず
れ
も
コ
ロ
ナ
禍

　
に
よ
り
対
面
開
催
中
止
。

③『
通
信
教
育
部
校
友
会
報
』

　
発
行
に
つ
い
て
　
第
97
号

　
を
10
月
に
発
行
。第
98
号

　
発
行
延
期
。

④『
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
通
信
』発

　
行
。令
和
２
年
10
月
。編

　
集
・
谷
川
正
徳
中
国
ブ

　
ロ
ッ
ク
長
。

⑤『
日
大
島
根
桜
信
会
便
り
』

　
発
行
に
つ
い
て
　
７
月
号

　
発
行
。新
年
号
を
３
月
１

　
日
発
行
。

⑥
そ
の
他

　
令
和
２
年
卒
業
生
１
名
。

　
入
会
を
勧
め
た
が
拒
否
。

訃
報
　
か
つ
て
校
友
会
を
支

え
て
い
た
だ
い
た
先
輩
方
の
、

し
か
も
高
齢
の
ご
逝
去
が
相

次
い
だ
。一方
で
は
新
規
入
会

者
も
皆
無
の
状
況
。ど
こ
の

校
友
会
と
同
じ
く
、現
実
を

如
実
と
表
す
と
と
も
に
、前

途
は
暗
雲
に
閉
ざ
さ
れ
て
い

る
。

三
、通
信
教
育
部
校
友
会
の

鎌
子
健
組
織
部
長
よ
り
依
頼

が
あ
っ
た「
今
後
の
組
織
体

制
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
」を
検
討
。島
根

県
支
部
と
し
て
は
第
１
案

「
現
状
維
持
」を
も
っ
て
回
答

と
す
る
。但
し
、毎
年
持
ち

回
り
の
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
の
持

ち
方
や
、ブ
ロ
ッ
ク
長
の
選

任
等
に
今
後
の
課
題
が
あ

る
。

        （
文
責
：坂
本
　
育
穂
）

　
令
和
２
年
度
の
富
山
県
支

部
総
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
た
め
に
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
。会
員

が
高
齢
化
し
て
い
る
た
め
、

対
策
が
取
ら
れ
て
い
た
と
し

て
も
不
安
な
た
め
で
あ
る
。

会
員
に
は
以
下
の
も
の
を
送

付
し
、了
解
を
得
た
。

１
富
山
県
支
部
総
会
中
止
の

　
お
知
ら
せ

２
最
近
の
富
山
県
支
部
活
動

　
報
告

３
会
計
報
告

４
貯
金
通
帳
の
写
し

５
日
本
大
学
通
信
教
育
部
校

　
友
会
第
49
回
定
期
総
会

　
議
案

　
返
信
ハ
ガ
キ
に
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
総

会
の
中
止
は
や
む
な
き
こ
と
、

送
付
さ
れ
た
資
料
す
べ
て
に

目
を
通
し
て
了
解
し
た
こ
と
、

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
後
の
再
会

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
、

等
々
の
コ
メ
ン
ト
が
記
さ
れ

て
い
た
。

　      （
文
責
：
古
岡
　
一治
）

　
議
案
は
、事
業
報
告
・
会

計
報
告
、来
年
度
の
事
業
計

画
案
・
予
算
案
が
提
示
さ
れ
、

全
て
の
議
案
が
可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
会
食
は
名
物「
伊
勢
う
ど

ん
」を
賞
味
し
ま
し
た
。

　
午
後
は
伊
勢
志
摩
観
光
へ

出
か
け
ま
し
た
。ま
ず
サ
ミ
ッ

ト
会
場
が
そ
の
ま
ま
保
存
さ

れ
て
い
る
記
念
館「
サ
ミ
エ
ー

ル
」を
見
学
し
ま
し
た
。続
い

て
、伊
勢
志
摩
国
立
公
園
で

一
番
の「
横
山
展
望
台
」へ
登

り
ま
し
た
。16
時
過
ぎ
に
散

会
し
ま
し
た
。

            （
文
責
：
大
形
　
弘
）

　
令
和
２
年
12
月
５
日
㈯
山

口
市「
山
口
県
婦
人
教
育
文

化
会
館
」に
お
い
て
、
14
時

30
分
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、協
議
し

た
い
事
項
も
あ
り
、十
分
配

慮
す
る
こ
と
で
実
施
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。出
席
者

は
支
部
５
名
に
加
え
、本
年

も
岡
山
県
の
大
黒
圭
子
さ
ん

が
情
報
交
換
等
の
た
め
参
加

さ
れ
、計
６
名
で
し
た
。

　
総
会
開
始
前
に
マ
ス
ク
・

手
洗
い・三
密
を
確
認
し
、会

議
に
入
り
ま
し
た
。

一、開
会
挨
拶（
支
部
長
）

二
、村
田
義
和
氏
挨
拶

三
、議
事

①
令
和
元
年
度
及
び
２
年
度

　
事
業
報
告
、支
部
総
会
、

　
定
期
総
会（
紙
上
）、中
国

　
ブ
ロ
ッ
ク
総
会（
延
期
）、

　
校
友
会
報
・
支
部
会
報
配

布
。

②
令
和
３
年
度
事
業
計
画
、

　
支
部
総
会
、定
期
総
会
及

　
び
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
　

　（
広
島
県
）の
開
催
予
定
。

　
校
友
会
報
・
支
部
会
報
配

　
布
計
画（
案
）等
。

③
令
和
２
年
度
会
計
報
告
及

　
び
３
年
度
予
算（
案
）。

④
本
部・支
部
役
員
改
選
等
。

四
、そ
の
他

　
本
部（
組
織
部
）か
ら
提

起
さ
れ
た「
今
後
の
組
織
体

制
の
在
り
方
」に
つ
い
て
協

議
。『
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
通
信
』

報
告
。集
合
写
真
撮
影
。

　
会
議
で
は
意
見
交
換
・
協

議
が
行
わ
れ
、事
業
・
会
計

報
告
、計
画
・
予
算
案
等
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は

特
に「
組
織
体
制
」に
つ
い
て

の
熱
心
な
協
議
も
あ
り
、有

意
義
な
支
部
総
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
総
会
後
、静
か
に
お
茶
に

よ
り
懇
談
を
短
時
間
実
施
し

て
、早
々
に
次
回（
令
和
３

年
12
月
第
１
土
曜
日
）の
再

会
を
約
し
、16
時
30
分
に
散

会
し
ま
し
た
。

　    （
文
責
：
佐
伯
　
和
夫
）

　
令
和
２
年
度
第
１
回
神
奈

川
県
支
部
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
開
催
日
は
、令
和
２
年
11

月
15
日
㈰
。場
所
は
、新
百

合
ヶ
丘「
自
然
食
バ
イ
キ
ン

グ
・ハ
ー
ベ
ス
ト
」で
し
た
。

　
去
る
４
月
１
日
に
支
部
発

足
の
産
声
を
あ
げ
て
会
員
７

名
が
会
則
等
に
賛
同
し
て
立

上
げ
た
も
の
で
、参
加
し
た

の
は
当
初
６
名
で
し
た
が
、

特
に
鈴
木
校
友
会
長
も
ご

多
忙
に
も
拘
わ
ら
ず
、神
奈

川
県
支
部
の
顧
問
と
し
て
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

け
、支
部
の
展
開
に
は
足
枷

と
波
乱
万
丈
と
懸
念
を
思
わ

せ
る
幕
上
げ
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、総
会
で
は
、鈴
木
会

長（
顧
問
）が
支
部
発
足
を

共
に
喜
ば
れ
、今
後
の
支
部

東 

京 

都 

支 

部

神
奈
川
県
支
部

令和2年度

展
開
を
含
め
実
の
あ
る
お
話

を
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
黒
澤
支
部
長
か
ら
会
報

97
号
発
送
完
了
報
告
、会
計

の
千
葉
さ
ん
か
ら
は
神
奈
川

県
支
部
の
口
座
に
助
成
金
が

入
金
さ
れ
た
こ
と
と
会
員
の

会
費
が
入
金
さ
れ
た
こ
と

等
、会
計
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。意
見
交
換
で
は
、支
部

会
員
の
充
実（
女
性
会
員
の

充
実
・
会
員
数
・
方
針
手
段

等
）が
主
な
内
容
で
、今
後

の
総
会
開
催
地
に
つ
い
て
も

候
補
地
選
定
等
、意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、黒
澤
支
部

長
の
乾
杯
で
始
ま
り
、一
変

し
て
盛
大
盛
況
で
和
や
か
で

あ
り
、話
題
は
尽
き
ま
せ
ん

で
し
た
。最
後
は
惜
し
ま
れ

な
が
ら
の
散
会
と
な
り
、会

員
の
皆
様
と
の
再
会
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。

       （
文
責
：
黒
澤
　
大
治
）

神
奈
川
県
支
部

令和3年度

　
令
和
３
年
度
神
奈
川
県

支
部
総
会（
第
２
回
）が
開

催
さ
れ
た
。

　
令
和
３
年
６
月
26
日
㈯
に

新
百
合
ヶ
丘
エ
ル
ミ
ロ
ー
ド

「
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
但
馬
屋
」に

て
開
催
さ
れ
る
。

　
昨
年
４
月
１
日
の
支
部
発

足
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
足
枷
を

伴
っ
た
も
の
の
、１
年
の
歳
月

を
経
て
益
々
の
逞
し
い
成
長

が
み
ら
れ
る
。

　
総
会
開
始
前
に
資
料
を
配

布
し
、内
容
を
各
自
確
認
後
、

質
疑
応
答
の
形
で
会
議
が
行

わ
れ
た
。資
料
の
内
容
は
、

令
和
２
年
度
行
事
報
告
、収

支
決
算
書
、令
和
３
年
度
行

事
計
画
、収
支
予
算
書
等
と

な
る
。

　
総
会
で
は
、鈴
木
勝
会
長

（
支
部
顧
問
）が
臨
席
さ
れ
、

通
信
教
育
部
校
友
会
の
近
況

と
展
望
が
述
べ
ら
れ
た
。ま

た
、支
部
運
営
の
諸
手
続
き

の
確
認
、会
報
98
号
の
秋
口

発
行
に
向
け
て
情
報
共
有
を

し
た
。

　
そ
の
後
、配
布
し
た
資
料

の
質
疑
を
し
た
が
、月
日
の

打
ち
違
い
の
指
摘
等
の
ほ
か

は
特
段
の
質
問
が
な
く
、総

会
報
告
は
終
了
し
た
。

　
懇
親
会
に
入
り
、相
変
わ

ら
ず
和
や
か
に
盛
り
上
が

り
、会
員
の
千
葉
敦
さ
ん
の

９
月
卒
業
に
向
け
た
前
途
の

抱
負
等
、話
題
は
尽
き
ず
、

瞬
く
間
の
よ
う
ひ
と
時
で

あ
っ
た
。

　
宴
た
け
な
わ
の
な
か
、黒

澤
支
部
長
か
ら
、生
涯
学
習

社
会
の
移
行
で
、今
後
、通

信
教
育
部
の
役
割
は
期
待
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、一層
の
支

部
活
動
の
活
性
化
で
盛
り
上

げ
を
皆
で
共
有
し
た
い
旨

と
、会
員
の
増
加
を
願
う
決

意
を
述
べ
ら
れ
、惜
し
ま
れ

な
が
ら
も
次
回
の
再
会
を
誓

い
、散
会
と
な
っ
た
。

        （
文
責
：
黒
澤
　
大
治
）

富 

山 

県 
支 
部

静 

岡 

県 

支 

部

　
令
和
２
年
６
月
13
日
㈯
17

時
か
ら
第
１
回
幹
事
会
、な

ら
び
に
８
月
22
日
㈯
17
時
か

ら
第
２
回
幹
事
会
を
、静
岡

市「
庄
や
静
岡
南
口
店
」で

開
催
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
め
ぐ
る
状
況
に
鑑
み
、

と
も
に
中
止
と
し
た
。

　
第
２
回
幹
事
会
に
お
い

て
、左
記
の
各
議
案
に
つ
き
、

議
事
資
料
の
送
付
に
よ
り
可

否
を
問
う
方
法
で
承
認
を
い

た
だ
い
た
。議
案
と
し
て
、①

令
和
元
年
度
事
業
報
告
②

令
和
元
年
度
収
支
報
告
③

令
和
２
年
度
事
業
計
画
④
令

和
２
年
度
静
岡
県
支
部
総

会
・
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
⑤

静
岡
県
支
部
役
員
推
薦
の
５

項
目
を
提
案
し
、そ
の
結
果
、

議
事
資
料
発
送
22
件
の
う

ち
、回
答
数
16
件
、未
回
答

数
６
件
で
、諾
16
件
、否
０

件
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、令
和
２
年
10
月
３

日
㈯
15
時
30
分
か
ら
静
岡

市
葵
区
の
静
岡
労
働
会
館
第

４
会
議
室
に
お
い
て
、静
岡

県
支
部
総
会
及
び
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
総
会
を
開
催
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
、

幹
事
会
と
同
様
、中
止
と
し

た
。

        （
文
責
：田
中
　
由
雄
）

　
令
和
２
年
度
の
奈
良
県
支

部
総
会
は
11
月
22
日
㈰
高

取
町
の
茶
寮「
花
大
和
」で

開
催
し
ま
し
た
。

　
三
重
県
支
部
長
の
大
形
弘

様
を
来
賓
と
し
て
お
招
き

し
、奈
良
県
支
部
か
ら
３
名
、

合
計
４
名
で
、議
題
の「
本

部
組
織
部
活
動
報
告
で
の
検

討
依
頼
事
項
」を
話
し
合
い
、

コ
ロ
ナ
禍
に
疲
れ
た
胃
を
薬

膳
料
理
で
癒
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ

ン
ト
や
総
会
が
中
止
に
な
っ

た
支
部
が
多
い
よ
う
で
す

が
、本
部
か
ら
今
後
の
組
織

活
動
の
検
討
依
頼
が
来
て
い

る
こ
と
か
ら
、ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス・
消
毒
の
徹

底
な
ど
を
条
件
に
、奈
良
県

校
友
に
総
会
出
席
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。３
名
が
集
ま
り
、

忌
憚
な
く
意
見
を
出
し
合

い
、取
り
ま
と
め
て
、本
部
に

報
告
い
た
し
ま
し
た
。

　
高
取
町
は
奈
良
盆
地
の
南

部
に
位
置
し
、大
和
薬
売
り

と
し
て
有
名
で
す
。飛
鳥
時

代
に
は
宮
廷
行
事
の
一つ
と

し
て「
薬
猟
」が
行
わ
れ
て
い

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
し
、

江
戸
時
代
か
ら
は
売
薬
が
は

や
り
だ
し
ま
し
た
。今
で
は

製
薬
産
業
や
家
庭
配
置
薬

業
が
高
取
の
主
要
産
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、ま
ず「
く
す

り
資
料
館
」に
行
き
、古
の

薬
文
化
の
発
生
後
が
こ
こ
で

あ
り
、多
く
の
薬
草
も
栽
培

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。そ
の
後
、総
会
会

場
で
も
あ
る「
花
大
和
」で

薬
膳
料
理
を
堪
能
し
ま
し

た
。女
主
人
が
薬
草
の
種
類

や
調
理
の
仕
方
・
効
能
な
ど

を
随
時
説
明
し
て
く
だ
さ

り
、体
と
心
に
薬
草
が
ど
れ

だ
け
大
切
な
の
か
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
都
市
圏
で
は
多
く
の
感
染

者
が
出
て
い
ま
す
。皆
様
も

感
染
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意

し
て
生
活
し
て
く
だ
さ
い
。

        （
文
責
：
立
花
　
初
代
）




